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茶の香だより 

 

「新しい年を迎えて」 

副校長 田中 一郎 

新年あけましておめでとうございます。平成２７年がスタートしました。本年も第五中学校コミュニ

ティ・スクールへの御支援、御協力よろしくお願いいたします。 

 さて、昨年４月にコミュニティ・スクール元年を迎え、既存の活動の補助的なことから新たな取り組

みも含めここまで活動して参りました。既存の活動では、今までの PTA 活動の基盤がとてもしっかりし

ているので「コミュニティ主催」と冠が付くことは甚だおこがましいことと恐縮するばかりでした。 

夏季学習支援ボランティア、進路面接の面接官は新たな取り組みとして、学校、地域が一体となり生

徒の学力向上、健全育成に貢献することができました。大袈裟ではありますが、まさにコミュニティ・

スクールとしての活動だと感じました。あらためて御協力してくださいました皆様に感謝申し

上げます。 

２年目を迎えるにあたり、様々な課題や解決策もみえてきました。PTA を代表に保護者

の皆様、自治会、青少対、おやじの会等地域の皆様で学校を見守り、育ててくださる。そ

して地域の誇れる学校を運営していく。そのようなコミュニティ・スクールを目指していき

たいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。 
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昨年の学習部の活動としては「茶の香だより」の発行の他、夏休みの学習ボランティアや３年生の面接

練習の面接官などがあげられます。 

夏休みの学習ボランティアでは武蔵村山高校の生徒や五中を卒業した大学生に来ていただき、夏休み

の補習教室を手伝っていただきました。例年、どの学年も夏休みの補習教室をやっていますが、生徒の

数に対して教員の手が足らないことも多々あったので、とても助かりました。 

面接練習では、例年は教員が面接官をしていたのですが、地域の方に面接官をしていただきました。

生徒にとっては見慣れた教員が面接官をするよりはるかに本番同様の緊張感をもって臨むことができ

たと思います。 

これらの活動ができたことは、地域の協力があってこそであり、コミュニティ・スクールがもつ新た

な可能性の発見でした。これからも学校として地域と協力しながらどんなことができるのか考えていき

たいと思っています。                           学習部 佐野 貴宏 

活動報告 

○12 月 2 日（火）～12 月 9 日（火）の期間で、五中校区の保護司の皆様が面接官となり、３年生の

進路模擬面接を面接官二人一組で、32 人の生徒の面接を行いました。 

○12 月 11 日（木）第 6 回部会実施 

今後のコミュニティ・スクール便りの発行について検討。今後、地域の皆様に参画していただくため

には、活動の中身をしっかり理解していただく事を第一と考え、各部の活動報告を中心に発行します。 

学習部（学習・学力向上・学校理解） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年の生活部の主な活動は、防犯パトロールと校庭の芝刈りがあげられます。防犯パトロールは、

五中・二小・八小・十小 PTA、教職員、二地区・八地区・十地区青少対、おやじの会のメンバー

で月１回実施しました。月ごとにできるかぎり曜日を変え、１９時〜２０時までの１時間五中校区

の地域を巡回しました。また、不審者情報が地域で発生した際には緊急で実施するなど、コミュニ

ティ・スクールの活動として定着してきました。また、芝刈りについては、運営及び芝刈機の運転

を数名で回すことにより、一人の負担を軽減しつつ定期的に実施することができました。芝生も順

調に成長し、美しさを保つことができています。これらの活動は、地域の皆様や教職員の熱意や、

学校や地域を愛する気持ちに支えられています。今後も活動の輪を広げ、コミュニティ・スクール

生活部としての活動の幅を広げていけたらと思います。        生活部 有沼 賢二 

活動報告 

12 月 10 日（水）19 時より五中校区を防犯パトロールしました。参加人員 24 名でした。 

次回は、1 月 13 日（火）を予定しています。 

生活部（生活・健康安全・学習環境・環境整備） 

 

 地域連携部は地域連携行事やボランティア活動等の活性化を目指して設立された部会です。主

な活動として、五中フェスティバル、ボランティア、職場体験学習、震災・災害対応があげられ

ます。五中フェスティバルでは、講座の新規開拓を行いました。学校側からは「男子が参加でき

そうな講座を探してください」「茶道や書道など和文化を教えてくれる方を知りませんか」など

と要望し、地域の方から「こんな講座はどうだろう」「このホームページを見ると地域のいろい

ろな活動が出ているよ」「茶道なら知っている人に頼めるかも」といった情報をいただき、今年

度６講座を新規に設けることができました。ボランティア活動では各小学校や地域のお祭りボラ

ンティアの声かけやお手伝いを行いました。今回やっていく中で、ボランティア活動のとりまと

め方や子供たちへの知らせ方について課題が出てきたので、来年度に向けて考えていきたいと思

います。 

また、職場体験学習の職場開拓や五中フェスティバルの講座開拓のために、御協力いただける

方の情報をデータ化してまとめようという取り組みも始めています。 

今後も子供たちの活動に地域の方々の力を生かしていけるように頑張っていきます。 

地域連携部 高橋 優子  

活動報告 

11 月 12 日（水）、12 月 18 日（木）打ち合わせ実施 

○職場体験活動：今年度の職場体験の結果をもとに職場体験場所の開拓方法の検討をしました。 

まずは、各分野の情報収集を行おうということで、コミュニティ・スクール委員の皆様にアン

ケートをお願いし、情報を得て、広げていこうと考えています。そこから地域に連携し、より

多くの情報を得たいと考えています。 

○ボランティア活動：生徒がボランティア活動を自主的に考え、行えるような環境づくりを学校

内で伝えていこうと話し合いを進めています。 

地域連携部（地域連携行事・ボランティア活動） 


